
【募集要項】令和７年度「自分と地域を守る学校安全支援事業」 

高校生防災リーダー養成研修（県外派遣研修） 

 

１ 主催 

宮崎県教育委員会 

 

２ 事業目的 

 南海トラフ地震等の自然災害に対応できる次世代人財育成のための機会として、自分と地域を守

る学校安全支援事業において、研究機関等へ生徒を派遣し、将来の地域防災を牽引することができ

る人材育成を目的とする。 

 

３ 対象、人数、研修地、日程、費用 

対 象 
ア 県立高等学校１、２年生 

イ 県立五ヶ瀬中等教育学校４、５年生 

人 数 １０名程度 

研修地 関西地区（兵庫県、京都府、大阪府） 

日 程 令和８年１月２０日（火曜）から２２日（木曜）までの３日間 

費 用 
⑴ 旅費（航空機代、宿泊費、現地移動費用）は、県教育委員会で負担 

⑵ 現地での食費、自宅から宮崎空港往復旅費が別途必要 

 

４ 研修内容（予定） 

 ⑴ 兵庫県「人と防災未来センター」視察 

⑵ 京都大学防災研究所の見学、講義（南海トラフ地震について、津波・震災への対策等） 

 ⑶ 大阪府立高等学校への訪問（防災について先進的な取組を行っている学校等） 

 

５ 応募方法及び派遣者決定方法 

⑴ 参加条件 

   以下の①～⑧の条件を全て満たし、かつ、本人及び保護者が同意していること。 

 【条件】 

  ① 県立高等学校１、２年生及び県立五ヶ瀬中等教育学校４、５年生である。 

  ② 防災に対する興味・関心が高く、大学生や社会人になっても探究心をもって活動する意欲が

ある。 

  ③ 学業に意欲的に取り組み、学校内外における生活態度が良好である。 

  ④ 県外での研修に耐えうるの心身の状態であり、保護者の理解が得られている。 

  ⑤ 事前オリエンテーション（オンライン１回程度）に参加し、資料作成等の準備を行う。 

  ⑥ 事後研修会に参加して、各学校や県内の研修会等で報告発表を行うことができる。 

  ⑦ 部活動の大会や練習等と重なっていても派遣事業を優先できる。 

  ⑧ 以下の項目について、参加者費用負担が可能である。 

   ア 現地活動費（食費等）  イ 空港までの移動費用 

  



⑵ 申込手順について 
 

          

県庁ＨＰから関係様式（様式１、２）をダウンロードする。 

 

   生徒本人が様式１を、保護者が様式２を記入し、県教育庁人権同和教育・生徒指導

課担当（日置）へ直接メールで提出する。 

   メールアドレス：hioki-yohei@pref.miyazaki.lg.jp 

    ※ 申請〆切り   令和７年１１月２５日（火） 

 

         生徒本人は、様式１、２を学校担当者へ提出する。 

 

学校は、関係書類（様式３）を、県教育庁人権同和教育・生徒指導課に提出する。 

 

 

⑶ 参加者決定方法 

 参加者の選考は、以下の方法で行います。 

① 一次選考（書類選考） 

願書をもとに、書類選考を行います。 

  ② 二次選考（面接選考） 

   書類選考で合格した者に対しては、本研修に対する意欲、学んだ成果をどのように生かすにつ

いて面接選考を行います。 

 

⑷ 面接選考日程 

① 日時：令和７年１２月６日（土）を予定しています。 

予備日程 令和７年１２月８日（月） 

② 方法：Zoom オンライン 

  ③ その他：一次選考後に日程調整を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ 

宮崎県教育庁人権同和教育・生徒指導課 

生徒指導・安全担当 日置 洋平 

電話 ０９８５－２６－７２３９ 

Mail  hioki-yohei@pref.miyazaki.lg.jp 
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